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一

伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
か
ら
藤
田
友
閑
真
筆
本
へ

京
都
女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
方
丈
記
』
の
写
本
・
版
本
計
二
十
三
点
の
う
ち
、
昨
年
一
月
発
行
の
『
女
子
大
国
文
』
第

百
六
十
八
号
に
お
い
て
は
、
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
を
取
り
上
げ
た
（
梶
山
柚
輝
と
の
共
著
「
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
藤

田
友
閑
筆
写
本

─
松
花
堂
に
あ
っ
た
不
純
本
文
の
片
鱗

─
」。
以
下
、「
前
稿
」）。
同
本
が
益
田
鈍
翁
（
一
八
四
八
～
一
九
三
八
）
の
旧

蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
次
に
、「
白
亭
」
す
な
わ
ち
神
立
愚
鈍
に
よ
る
奥
書
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
考
察
す
る
な
か
で
、
松
花
堂
昭

乗
高
弟
の
能
筆
家
・
友
閑
の
真
筆
本
で
あ
る
可
能
性
を
探
っ
た
。
瀧
本
流
の
門
弟
で
、
瀧
本
流
手
本
の
編
纂
も
手
掛
け
て
い
て
、
友
閑
の
筆

跡
を
熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
愚
鈍
が
、「
ま
す
女
」
に
求
め
ら
れ
て
友
閑
筆
と
鑑
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
が

友
閑
の
真
筆
本
で
あ
る
可
能
性
が
相
当
に
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
友
閑
の
筆
跡
に
何
ら
通
じ
て
い
な
い
稿
者
ら
に
は
、
愚
鈍
の
鑑

定
結
果
が
真
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
、
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
前
稿
で
は
そ
の
点
、
保
留
し
て
お
い
た
。

そ
れ
で
、
後
日
、
八
幡
市
立
松
花
堂
庭
園
・
松
花
堂
美
術
館
の
川
畑
薫
氏
に
写
真
を
ご
覧
頂
く
こ
と
と
し
、
結
果
、「
松
花
堂
流
の
書
き

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
巻
子
装
袖
珍
写
本

─
近
世
愛
蔵
の
拡
が
り

─

中

前

正

志
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手
の
書
風
と
し
て
違
和
感
な
く
」、「
仮
名
に
顕
著
な
右
肩
上
が
り
の
切
れ
の
あ
る
字
姿
と
、
仮
名
に
比
し
て
、
丸
み
の
あ
る
や
わ
ら
か
な
漢

字
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
友
閑
の
書
の
雰
囲
気
に
通
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
」、「
友
閑
の
筆
跡
と
し
て
、
あ
り
得
る
も
の
と
見
ら
れ
る
」
と
い
う
ご

教
示
を
頂
戴
し
た
。
愚
鈍
の
う
え
に
川
畑
氏
の
鑑
定
が
加
わ
っ
て
、
友
閑
の
真
筆
で
あ
る
可
能
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。「
伝
藤
田
友
閑

筆
写
本
」
と
称
し
て
き
た
当
該
写
本
を
最
早
、「
藤
田
友
閑
真
筆
本
」
と
認
定
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

友
閑
真
筆
で
あ
れ
ば
、
前
稿
に
も
述
べ
た
こ
と
だ
が
、「
翁
の
門
人
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
よ
く
其
右
に
出
る
も
の
な
し
」（『
松
花
堂
筆

跡
法
帖
従
元
祖
至
九
代
』、
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
二
所
引
）
な
ど
と
さ
れ
る
藤
田
友
閑
の
、
ま
と
ま
っ
た
真
筆
作
品
と
し
て
、
当
該
写
本

は
、
日
本
書
道
史
上
の
小
さ
か
ら
ぬ
意
義
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
友
閑
真
筆
が
確
定
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
当
該
写
本
の
成
立
時

期
も
十
七
世
紀
半
ば
前
後
と
確
定
す
る
。

前
稿
に
示
し
た
通
り
、流
布
本
系
統
に
属
す
る
当
該
写
本
は
、鈴
木
知
太
郎
「
方
丈
記
諸
本
解
説
」（『
方
丈
記
』
武
蔵
野
書
院
、昭
34
）
が
、

「
系
統
中
に
お
い
て
は
、
他
の
い
ず
れ
の
諸
本
と
も
も
っ
と
も
多
く
の
差
異
を
存
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
れ
一
本
だ
け
を
独
立

さ
せ
て
「
第
三
類
本
」
と
し
た
、
古
本
系
統
の
学
習
院
大
学
本
と
、
特
異
な
本
文
を
か
な
り
の
程
度
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
学
習
院
大
学
本

は
、「
ま
ず
江
戸
中
期
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
」（
前
出
鈴
木
解
説
）「
江
戸
後
期
写
」（
神
田
邦
彦
「
先
行
研
究
に
見
る
『
方
丈

記
』
の
諸
本
と
そ
の
影
印
・
翻
刻
・
解
題
一
覧
（
稿
）」〈『
鴨
長
明
と
そ
の
時
代
「
方
丈
記
」
８
０
０
年
記
念
』
国
文
学
研
究
資
料
館
、平
24
〉）

と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
相
当
に
遡
る
、
当
該
写
本
成
立
時
期
の
十
七
世
紀
半
ば
前
後
に
は
確
実
に
、
学
習
院
大
学
本
に
見
ら
れ
る
特
異

な
本
文
の
う
ち
か
な
り
の
部
分
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
学
習
院
大
学
本
に
つ
い
て
「
も
と
古
本
系
統
か
ら
出
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

伝
来
の
途
次
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
誤
写
、
意
改
、
ま
た
は
他
本
に
よ
る
校
合
本
文
、
な
い
し
は
傍
注
の
混
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
諸
種
の
要

素
を
含
む
に
至
り
、
次
第
に
本
文
の
不
純
化
を
招
い
て
、
つ
い
に
今
日
に
見
る
よ
う
な
文
章
を
形
成
す
る
に
た
ち
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
」（
前
出
鈴
木
解
説
）
と
さ
れ
る
よ
う
な
、
特
異
な
本
文
へ
と
至
る
不
純
化
の
現
象
は
、
随
分
と
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
も
な
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ろ
う
。
あ
る
い
は
、
中
世
に
ま
で
遡
る
か
も
し
れ
な
い
。
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
が
友
閑
真
筆
本
で
あ
っ
て
、
十
七
世
紀
半
ば
前
後
の
書
写
で

あ
る
こ
と
が
確
定
す
れ
ば
、
そ
ん
な
想
像
さ
え
生
じ
得
る
だ
ろ
う
。

二

益
田
鈍
翁
旧
蔵
巻
子
装
袖
珍
写
本

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
写
本
の
う
ち
に
は
、
右
の
藤
田
友
閑
真
筆
本
以
外
に
も
う
一
点
、
益
田
鈍
翁
旧
蔵
書
と
覚
し
き

も
の
が
存
す
る
。
巻
子
装
袖
珍
写
本
一
軸
で
あ
る
（
請
求
記
号

K
N

914.42/K
a41

資
料
Ｉ
Ｄ

0002702355

）。「
加
茂
長
明
／
方
丈
記

（
小
長
巻
）
／
益
田
鈍
翁
旧
ゾ
書
」
と
ペ
ン
書
き
し
た
紙
片
を
伴
っ
て
い
る
。
小
さ
な
桐
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
て
、箱
書
「
加
茂
長
明
方
丈
記
」

（
墨
書
）。
ま
た
、
そ
の
側
面
に
も
「
鴨
長
明
小
巻
物
」、
蓋
裏
に
も
「
庚
申
8

8

春
／
誂
」
の
墨
書
が
見
え
る
。
同
写
本
が
鈍
翁
の
手
許
に
あ
っ

た
際
に
、
こ
の
小
箱
が
誂
え
ら
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
庚
申
8

8

」
年
す
な
わ
ち
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
春
の
こ
と
で
あ
っ
た

と
知
れ
る
。
そ
の
前
年
の
大
正
八
年
九
月
四
日
に
は
、
前
稿
に
見
た
通
り
、
鈍
翁
は
、
強
羅
の
茶
室
「
方
丈
庵
」
に
て
、
高
橋
義
雄
ら
を
招

き
茶
会
を
催
し
て
い
て
、
高
橋
『
萬
象
録
』
大
正
八
年
九
月
六
日
条
に
拠
る
に
、
先
の
藤
田
友
閑
真
筆
本
を
文
机
の
上
に
飾
っ
て
い
た）

1
（

。

鈍
翁
旧
蔵
書
ら
し
き
こ
の
巻
子
装
袖
珍
写
本
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
発
行
の
学
内
誌
『
京
都
女
子
大
学
通
信
』
第
二
十
三
号
に
、
浜

千
代
清
氏
に
よ
る
紹
介
文
「
方
丈
記
懐
中
巻
子
本
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
左
に
全
文
を
掲
げ
る
。

「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
、
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。」
で
始
ま
る
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
は
、
今
も
広
く
愛
読
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
淵
源
は
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
に
あ
る
よ
う
で
す
。
嵯
峨
本
と
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
本
阿
弥
光
悦
ら
が
嵯
峨
で
出

版
し
た
一
群
の
書
物
の
称
で
、
美
術
的
価
値
の
高
い
豪
華
版
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
約
半
世

紀
後
に
こ
の
本
文
に
基
づ
い
た
正
保
版
本
が
出
る
に
及
ん
で
、
急
速
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
流
布
本
の
特
徴
の
一
つ
は
、
本
文
の
後
に
「
月
か
げ
は
」
の
歌
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
長
明
と
同
時
代
の
歌
人
源
季
広
の
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作
で
、
後
人
の
添
え
た
も
の
で
す
が
、
本
書
も
掲○

載○

写○

真○

に
見
る
通
り
で
す
。
し
か
し
本
文
は
嵯
峨
本
や
正
保
版
本
と
や
や
異
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
江
戸
初
期
の
写
と
見
ら
れ
る
点
か
ら
、
流
布
本
系
統
の
一
本
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

本
書
は
紙
高
8
・
3
セ
ン
チ
、
長
さ
10
メ
ー
ト
ル
15
・
5
セ
ン
チ
、
軸
に
水
晶
を
用
い
た
巻
子
本
で
、
表
紙
は
紺
紙
に
金
泥
で
水
辺

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
右△

側△

の△

カ△

ッ△

ト△

は
そ
の
実
物
大
で
す
。
ち
ょ
う
ど
手
の
ひ
ら
に
入
る
大
き
さ
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、『
方
丈
記
』

を
愛
す
る
人
が
、
特
別
に
注
文
し
て
作
ら
せ
、
い
つ
も
懐
中
に
し
な
が
ら
折
に
ふ
れ
て
読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
愛
蔵
版
は
他
に
類
が
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

「
掲○

載○

写○

真○

」
は
、
先
の
学
内
誌
の
表
紙
に
掲
げ
ら
れ
た
、
巻
首
と
巻
尾
の
写
真
計
二
葉
。「
右△

側△

の△

カ△

ッ△

ト△

」
は
、
外
観
の
写
真
。「
江

戸
初
期
の
写
と
見
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
、
も
う
少
し
下
る
の
で
は
と
思
い
、
拙
編
『
東
山
中
世
文
学
論
纂
』（
私
家
版
、
平
26
）
所
載
「
京

都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
本
略
目
録
稿
」
で
は
「
江
戸
中
期
写
」
と
し
て
お
い
た
。
た
だ
、
確
信
は
持
て
な
い
。
一
行
に
約

八
文
字
（
最
少
五
文
字
、
最
多
十
二
文
字
）
ず
つ
、
計
九
八
四
行
に
本
文
を
書
写
し
て
お
り
、「
月
か
げ
は
」
歌
も
四
行
に
記
す
。
結
果
、

僅
か
に
「
紙
高
8
・
3
セ
ン
チ
」
の
巻
子
本
と
い
う
、「
い
つ
も
懐
中
に
し
な
が
ら
折
に
ふ
れ
て
読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」「
愛

蔵
版
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
掲
「
略
目
録
稿
」
に
記
載
の
通
り
、「
楮
紙
。
外
題
・
内
題
な
し
。
漢
字
交
り
平
仮
名
文
」。

な
お
、
右
の
巻
子
装
袖
珍
写
本
は
、
稿
者
が
担
当
し
た
平
成
二
十
四
年
度
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
図
書
資
料
展
観
「
方
丈
記
八
百
年
記

念

長
明
と
清
盛
─
ゆ
く
川
、
海
へ
─
」（
於
京
都
女
子
学
園
建
学
記
念
館
「
錦
華
殿
」）
に
て
展
示
し
、
そ
の
図
録
に
全
体
の
影
印
と
翻
刻
を

掲
載
し
た
。
た
だ
、
一
部
に
誤
読
な
ど
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
改
め
て
翻
刻
の
み
小
稿
末
に
掲
げ
て
お
く
。

三

正
保
版
本
と
の
距
離

右
の
浜
千
代
紹
介
文
が
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
は
「
流
布
本
系
統
の
一
本
」
で
、「
嵯
峨
本
や
正●

保●

版●

本●

と
や
や
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
」
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と
記
す
点
を
確
認
す
る
た
め
、
正●

保●

版●

本●

と
の
校
異
を
、
句
読
点
・
振
り
仮
名
・
濁
点
の
有
無
、
漢
字
の
宛
て
方
や
仮
名
遣
い
・
送
り
仮
名

の
相
違
、
お
よ
び
漢
字
と
仮
名
の
相
違
を
基
本
的
に
は
除
い
て
、
以
下
に
列
記
す
る
。
行
番
号
と
と
も
に
巻
子
装
袖
珍
写
本
の
本
文
を
掲
げ
、

そ
の
下
の
括
弧
内
に
対
応
す
る
正
保
版
本
の
本
文
を
載
せ
た
。
波
線
部
は
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
に
あ
っ
て
正
保
版
本
に
な
い
本
文
。
実
線
部

は
、
正
保
版
本
に
あ
っ
て
巻
子
装
袖
珍
写
本
に
な
い
本
文
。
二
重
実
線
部
は
、
両
本
の
間
で
相
違
す
る
本
文
。
行
番
号
を
□
で
囲
ん
だ
本
文

は
、
正
保
版
本
だ
け
で
な
く
、
青
木
伶
子
偏
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』（
武
蔵
野
書
院
、
昭
40
）
が
取
り
上
げ
る
、
同
版
本
以
外
の
広
本

系
の
伝
本
計
十
六
本
の
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
本
文
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
十
六
伝
本
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
見
ら
れ
る
本
文
で
あ
る

場
合
は
、
同
伝
本
の
漢
字
一
字
の
略
称
（
右
青
木
編
書
に
拠
る
）
を
、「
＝
大
現
／
兼
近
」「
＝
親
現
㝡
氏
名
／
○
」
な
ど
と
示
し
た
。「
／
」

の
上
が
古
本
系
統
伝
本
、
下
が
流
布
本
系
統
伝
本
で
、
○
は
、
系
統
内
に
共
通
本
文
を
持
つ
伝
本
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

20
わ
つ
か
（
わ
つ
か
に
）
51
は
て
は
（
は
て
に
は
）
＝
親
現
㝡
氏
名
／
○

70
三
町
（
一
二
町
）
76
あ
る
は
（
あ
る
ひ
は
）
89

た
く
ひ
は
（
類
ひ
）
148
比
に
は
（
比
に
は
か
に
）
153
さ
た
ま
り
に
け
る
よ
り
（
さ
だ
ま
り
に
け
る
よ
り
後
）
161
さ
れ
と
も
か
く
い

ふ
（
さ
れ
ど
と
か
く
い
ふ
）
＝
親
現
㝡
氏
名
／
○

165
移
り
給
ひ
世
に
（
移
り
給
ひ
ぬ
世
に
）
170
一
日
も
と
く
（
一
日
な
り
と
も
と

く
）
182
あ
へ
た
ま
り
て
（
あ
ら
た
ま
り
て
）
183
馬
鞍
を
の
み
（
た
ゝ
馬
鞍
を
の
み
）
＝
習
／
○

210
造
る
屋
（
造
れ
る
屋
）
229
瑞

相
か
と
聞
を
け
る
（
瑞
相
と
か
聞
を
け
る
）
＝
○
／
嵯
京

239
な
り
け
る
（
な
り
に
け
る
）
＝
習
／
○

239
け
る
か
（
け
る
に
か
）

279
京
の
な
ら
ひ
も
と
は
（
京
の
な
ら
ひ
な
に
は
に
つ
け
て
も
み
な
も
と
は
）
292
愁
悲
し
む
（
愁
へ
悲
し
ふ
）
＝
大
前
山
西
親
現
㝡
氏

名
龍
習
／
兼
近

312
つ
い
ち
（
つ
い
ひ
ぢ
）
＝
前
西
親
現
龍
／
兼
近

319
有
ま
（
有
さ
ま
）
337
所
々
に
つ
き
（
所
々
に
つ
き
て
）

340
す
へ
き
方
な
き
も
の
（
す
べ
き
方
な
き
も
の
ゝ
）
＝
大
㝡
氏
名
習
／
○

353
次
に
し
て
（
次
に
な
し
て
）
＝
大
前
山
西
親
現
㝡
氏
名

龍
習
／
○

425
雲
に
も
の
ほ
ら
ん
（
雲
に
の
ほ
ら
ん
）
＝
大
前
山
西
親
現
㝡
氏
名
龍
／
○

433
つ
い
ち
（
つ
い
ひ
ち
）
＝
○
／
兼
近

462
日
ま
せ
（
一
日
ま
ぜ
）
＝
前
西
親
龍
習
／
○

482
後
に
は
（
後
は
）
486
我
身
と
栖
と
は
か
な
く
（
我
身
と
栖
と
の
は
か
な
く
）
＝
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山
現
習
／
○

496
よ
ろ
こ
ふ
（
ふ
か
く
よ
ろ
こ
ぶ
）
506
ま
つ
し
く
て
（
ま
つ
し
く
し
て
）
＝
山
親
現
／
○

509
朝
夕
に
（
朝
夕
）

529
宝
あ
れ
は
歎
切
也（
宝
あ
れ
は
お
そ
れ
多
く
貧
し
け
れ
は
歎
切
也
）
535
く
る
し（
身
く
る
し
）
553
な
す
ら
ふ
る（
な
ず
ら
ふ
る
に
）

597
百
分
か
一（
又
百
分
か
一
）＝
山
親
現
／
○

626
あ
み
た
画
像（
阿
弥
陀
の
画
像
）
633
障
子（
北
の
障
子
）
683
念
仏
も
の
う
く（
若

念
仏
も
の
う
く
）
699
朝
に
は
満
沙
弥
か
風
情
を
ぬ
す
み
（
朝
に
は
岡
の
屋
に
行
か
ふ
舩
を
な
か
め
て
満
沙
弥
か
風
情
を
ぬ
す
み
）

741
心
を
な
く
さ
む
る
さ
は
り
な
し
（
こ
こ
ろ
を
慰
む
る
に
障
な
し
）
758
且
は
家
つ
と
に
す
（
且
は
仏
に
奉
り
且
は
家
づ
と
に
す
）

810
一
身
の
や
と
す
（
一
身
を
や
ど
す
）
＝
現
／
○

815
人
を
お
そ
る
ゝ
に
よ
り
て
也
（
則
人
を
お
そ
る
ゝ
に
よ
り
て
也
）
822
た
の
し

み
（
楽
ひ
）
＝
大
前
親
現
㝡
／
兼
近

828
親
昵
朋
友
に
作
る
（
親
昵
朋
友
の
た
め
に
作
る
）
836
此
身
も
な
く
（
此
身
の
あ
り
様
と
も

な
ふ
へ
き
人
も
な
く
）
846
情
あ
る
と
直
な
る
と
は
愛
せ
す
（
情
有
と
直
な
る
と
を
は
愛
せ
ず
）
＝
龍
／
○

860
た
ゆ
か
ら
す
し
も
あ

ら
す
（
た
ゆ
か
ら
ず
し
も
あ
ら
ね
ど
）
876
つ
か
ふ
と
て
も
心
を
う
こ
か
す
事
な
し
（
つ
か
ふ
と
て
も
た
ひ
〳
〵
過
さ
ず
も
の
う
し
と

て
も
心
を
う
こ
か
す
事
な
し
）
＝
現
／
○

880
養
生
な
る
へ
し
（
是
養
生
成
べ
し
）
＝
大
現
／
兼
近

888
う
る
に
し
た
か
ひ
（
う
る

に
し
た
が
ひ
て
）
942
余
算
の
山
の
端
に
ち
か
し
（
余
算
山
の
端
に
近
し
）
＝
大
現
／
○

浜
千
代
紹
介
文
が
「
や
や
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
」
と
す
る
よ
う
に
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
と
正
保
版
本
と
の
間
に
種
々
相
違
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
数
量
的
に
限
ら
れ
て
い
て
、
決
し
て
目
立
っ
て
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
ん
な
な
か
、
279
529
699
758
836
876
行
の
計
六
事
例

が
い
く
ら
か
目
に
付
き
は
す
る
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
そ
の
う
ち
836
行
の
場
合
な
ど
、「
此
身
も
な
く
」
で
は
前
後
の
文
脈
の
中
で
全
く
意
味

を
な
さ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
正
保
版
本
の
本
文
（
右
引
実
線
部
）
あ
る
い
は
そ
れ
に
相
当
す
る
本
文
を
、
誤
っ
て
脱
落
さ
せ
た
も
の
に
違
い

あ
る
ま
い
。
他
の
五
例
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
876
行
の
事
例
は
、
日
現
本
に
も
同
じ
形
で
見
ら
れ
る
の
で
、
す
で
に
誤
ら
れ
た
同
本
系

統
の
本
文
を
受
け
継
い
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
六
事
例
い
ず
れ
も
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
段
階
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
以
前
の
段
階
の
も
の
な

の
か
は
と
も
か
く
、
単
純
な
誤
写
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
覚
し
い
相
違
で
あ
っ
て
、
本
質
的
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
相
違
と
は
言
い
難
い
。
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右
の
六
例
以
外
の
相
違
は
す
べ
て
、
僅
か
一
文
字
か
二
文
字
あ
る
い
は
三
文
字
の
本
文
が
、
一
方
に
あ
っ
て
他
方
に
な
い
か
、
両
本
間
で

食
い
違
っ
て
い
る
か
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
一
見
す
る
と
意
味
的
に
か
な
り
の
差
を
生
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
161

さ
れ
と
も
、
か
く
い
ふ
（
さ
れ
ど
、
と
か
く
い
ふ
）
と
い
っ
た
場
合
も
、「
も
」
と
「
と
」
の
草
体
が
近
似
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
、
こ

れ
ま
た
単
純
な
誤
写
に
よ
る
も
の
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
161
行
の
本
文
「
さ
れ
と
も
か
く
い
ふ
」
は
、
右
校
異
に
示
し
た
通
り
、
正
保

版
本
だ
け
で
な
く
流
布
本
系
諸
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
古
本
系
の
正
親
町
家
旧
蔵
本
・
日
現
本
・
保
㝡
本
・
氏
孝
本
・
名
古
屋
図
書
館
本
に
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
そ
う
い
う
状
況
は
51
行
の
「
は
て
は
」
で
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
353
行
の
事
例
は
、
青
木
編
書
の
取
り

上
げ
る
古
本
系
諸
本
が
全
て
「
次
に
し
て
」、
他
方
の
流
布
本
系
諸
本
が
全
て
「
次
に
な
し
て
」
で
あ
っ
て
、
両
系
統
間
の
対
立
が
顕
著
な

も
の
だ
が
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
は
、
古
本
系
の
本
文
を
載
せ
て
い
る
。
425
行
の
事
例
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
右

校
異
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
正
保
版
本
と
は
異
な
り
古
本
系
の
諸
本
と
共
通
す
る
本
文
が
、
散
見
さ
れ
る
。「
流
布
本
系
統
の
一
本
」（
浜
千
代

紹
介
文
）
に
違
い
は
な
い
が
、
古
本
系
の
本
文
が
そ
の
よ
う
に
い
く
ら
か
混
在
し
て
い
る
点
に
は
、
注
意
し
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。

ま
た
、
青
木
編
書
が
取
り
上
げ
る
、
正
保
版
本
も
含
む
広
本
系
計
十
七
本
の
う
ち
、
正
保
版
本
と
、「
本
文
は
正
保
版
本
と
全
く
同
じ
で

あ
る
」（
青
木
編
書
）
天
理
図
書
館
本
、
そ
し
て
嵯
峨
本
の
、
計
三
本
に
の
み
共
通
す
る
本
文
が
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
に
も
、
919
「
牛
馬
」（
他

諸
本
は
「
象
馬
」）
な
ど
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
正
保
版
本
と
嵯
峨
本
と
の
間
に
も
小
異
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
小
異

箇
所
を
巻
子
装
袖
珍
写
本
に
つ
い
て
確
認
す
る
に
、
右
校
異
に
挙
げ
た
う
ち
229
「
瑞
相
か
と
聞
を
け
る
」
が
、
正
保
版
本
で
な
く
嵯
峨
本
の

方
と
一
致
す
る
以
外
は
、す
べ
て
正
保
版
本
と
一
致
し
て
い
る
。
374
「
縁
を
」（
嵯
峨
本
「
縁
に
」）、753
「
帰
る
さ
」（
嵯
峨
本
「
帰
る
さ
ま
」）、

684
「
ま
め
な
ら
さ
る
」（
嵯
峨
本
な
ど
他
諸
本
全
て
「
ま
め
な
ら
ぬ
」）、
819
「
ま
し
ら
は
す
」（
同
上
「
ま
し
ら
す
」）、
940
「
さ
と
さ
ん
」（
同

上
「
さ
と
ら
ん
」）、
な
ど
。

以
上
を
総
合
す
る
に
、
単
純
な
誤
写
に
よ
る
異
文
な
ど
だ
け
で
な
く
、
微
細
な
も
の
な
が
ら
古
本
系
の
本
文
が
入
り
込
ん
で
い
る
面
も
見
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受
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
は
、
正
保
版
本
と
直
接
関
係
す
る
、
そ
の
忠
実
あ
る
い
は
杜
撰
な
写
し
と
い
う
わ
け
で
は
決

し
て
な
い
。
た
だ
、
正
保
版
本
と
か
な
り
近
い
距
離
に
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

四

近
世
愛
蔵
の
拡
が
り

右
の
校
異
に
お
い
て
、
正
保
版
本
に
あ
っ
て
巻
子
装
袖
珍
写
本
に
な
い
本
文
（
実
線
部
）
は
、
先
述
通
り
、
一
文
字
あ
る
い
は
二
，
三
文

字
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
超
え
る
文
字
数
に
及
ぶ
も
の
も
六
例
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
を
改
め
て
次
に
掲
出
す
る
。

279
京
の
な
ら
ひ
も
と
は
（
京
の
な
ら
ひ
な
に
は
に
つ
け
て
も
み
な
も
と
は
）

529
宝
あ
れ
は
歎
切
也
（
宝
あ
れ
は
お
そ
れ
多
く
貧
し
け
れ
は
歎
切
也
）

699
朝
に
は
満
沙
弥
か
風
情
を
ぬ
す
み
（
朝
に
は
岡
の
屋
に
行
か
ふ
舩
を
な
か
め
て
満
沙
弥
か
風
情
を
ぬ
す
み
）

758
且
は
家
つ
と
に
す
（
且
は
仏
に
奉
り
且
は
家
づ
と
に
す
）

836
此
身
も
な
く
（
此
身
の
あ
り
様
と
も
な
ふ
へ
き
人
も
な
く
）

876
つ
か
ふ
と
て
も
心
を
う
こ
か
す
事
な
し
（
つ
か
ふ
と
て
も
た
ひ
〳
〵
過
さ
ず
も
の
う
し
と
て
も
心
を
う
こ
か
す
事
な
し
）

こ
れ
ら
六
例
い
ず
れ
も
、
誤
写
に
よ
っ
て
実
線
部
を
脱
落
さ
せ
た
本
文
を
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
が
載
せ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
た
が
、

そ
の
実
線
部
の
文
字
数
が
順
に
十
・
十
・
十
三
・
六
・
十
一
・
十
四
文
字
と
、
758
行
の
事
例
が
六
文
字
で
あ
る
の
を
や
や
例
外
的
な
も
の
と
し
て
、

十
文
字
も
し
く
は
十
数
文
字
で
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。
巻
子
装
袖
珍
写
本
が
実
線
部
を
欠
い
て
い
る
の
は
、
毎
行
お
よ
そ
十
～
十
数
文
字
前

後
の
字
詰
め
で
書
写
さ
れ
た
本
文
を
親
本
と
し
て
書
写
し
た
際
に
、
目
移
り
を
起
こ
し
て
ほ
ぼ
一
行
分
を
脱
落
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
が
一
行
約
八
文
字
の
字
詰
め
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

先
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
そ
の
親
本
も
、
そ
れ
に
近
い
形
の
字
詰
め
で
書
写
さ
れ
た
、
同
写
本
と
同
様
の
袖
珍
本
で
あ
っ
た
も
の
か
と
想
定
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さ
れ
よ
う
。
ま
た
は
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
自
身
が
目
移
り
を
起
こ
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
親
本
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
そ
の
先
の
親
本
の
段

階
で
、
同
様
の
袖
珍
本
に
よ
っ
て
目
移
り
を
起
こ
し
て
い
た
と
も
考
え
得
る
。

先
引
浜
千
代
紹
介
文
は
「
こ
う
し
た
愛
蔵
版
は
他
に
類
が
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
」
と
結
ぶ
が
、
確
か
に
、
現
伝
本
の
中
に
同
様
の
袖
珍

本
、
愛
蔵
版
が
あ
る
の
を
聞
か
な
い
。
先
出
神
田
邦
彦
「
一
覧
（
稿
）」
に
も
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
右
に
可
能
性
と
し
て
想
定

し
た
こ
と
が
現
実
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
巻
子
装
袖
珍
写
本
は
当
時
、
決
し
て
孤
立
し
た
存
在
で
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
同
様
の

愛
蔵
版
が
、
同
様
に
し
て
『
方
丈
記
』
を
愛
蔵
す
る
状
況
が
、
か
な
り
拡
が
っ
て
い
た
こ
と
を
も
想
像
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
今
回
取

り
上
げ
た
小
さ
な
巻
子
本
は
、
そ
の
向
こ
う
に
、
近
世
に
お
け
る
『
方
丈
記
』
愛
蔵
の
拡
が
り
を
透
か
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う

可
能
性
を
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
529
「

─
れ
は

─
れ
は
」
758
「
且
は

─
且
は

─
」
876
「

─
と
て
も

─
と
て
も
」
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
る
事
例
な
ど
は
特
に
、
親
本
の
字
詰
め
の
あ
り
方
に
拘
ら
ず
本
文
の
脱
落
が
生
じ
や
す
い
で
あ
ろ
う
し
、
先
述
通
り
現
に
876

行
の
事
例
と
同
じ
脱
落
が
す
で
に
日
現
本
に
見
ら
れ
る
の
で
も
あ
っ
て
、
飽
く
ま
で
一
つ
の
可
能
性
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
。

な
お
、
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
は
、
最
近
に
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
の
一
冊）

2
（

に
加
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
付
さ
れ
た
「
解
説
」（
小

秋
元
段
氏
）
が
、「
近
世
初
頭
、
古
活
字
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
本
は
、
刊
行
に
値
す
る
だ
け
の
需
要
の
あ
る
作
品
が
多
く
を
占
め
た
。
こ

の
時
期
の
『
方
丈
記
』
の
関
心
の
度
合
い
は
、
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
細
川
幽
斎
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
以
前

と
同
十
年
に
『
方
丈
記
』
の
書
写
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
…
…
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
素
庵
を
は
じ
め
、
同
時
代
の
知
識

人
た
ち
は
、『
方
丈
記
』
に
相
当
の
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
一
つ
の
可
能
性
と

し
て
右
に
想
像
し
得
た
近
世
愛
蔵
の
拡
が
り
は
、
そ
う
し
た
近
世
初
頭
頃
に
お
け
る
『
方
丈
記
』
の
評
価
状
況
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら

れ
る
現
象
で
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
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注（
1
）
梶
山
柚
輝
の
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
野
崎
広
大
『
茶
会
漫
録
』
第
八
集
（
中
外
商
業
新
報
社
、
大
14
）
の
中
の
「
遊
強
羅
記

方
丈

庵
の
茶
事
」（
大
正
八
年
九
月
五
日
記
）
も
、
同
じ
茶
会
を
話
題
に
し
、「
彼
の
東
の
窓
の
下
な
る
机
に
依
れ
ば
、
其
上
に
は
松
花
堂
が
門
弟

の
藤
田
彩
雲
が
謄
写
せ
る
、
方
丈
記
と
鴨
長
明
集
の
二
冊
を
飾
り
て
古
人
を
偲
ば
し
め
」
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
2
）
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
7
『
嵯
峨
本

方
丈
記
』（
勉
誠
出
版
、平
28
）。
な
お
、京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
細
川
友
済
」
本
『
方

丈
記
』
が
、
現
在
、
慶
長
三
年
幽
斎
校
合
本
の
全
貌
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
、
中
前
・
久
田
麻
未
「
京
都
女

子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
細
川
友
済
」
本
『
方
丈
記
』

─
慶
長
三
年
幽
斎
校
合
本
の
転
写
本

─
」（『
国
文
論
藻
』
17
、平
30
）
に
て
述
べ
た
。

《
付
記
》
「
于
時
元
亨
」

─
「
元
亨
」「
文
亀
二
年
」
本
奥
書
写
本
補
足
覚
書

　
　
　

前
出
『
東
山
中
世
文
学
論
纂
』
所
載
略
目
録
稿
に
お
い
て
、
江
戸
中
期
頃
の
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
元
亨
」「
文
亀
二
年
」
本
奥

書
写
本
を
取
り
上
げ
た
際
、
そ
れ
に
見
ら
れ
る
本
奥
書
「
于
時
元
亨
」
に
つ
い
て
、「
あ
ま
り
に
不
完
全
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
に
続
く
書
写

し
た
旨
の
記
事
な
ど
が
、
文
亀
二
年
の
書
写
時
点
あ
る
い
は
江
戸
中
期
の
書
写
時
点
な
ど
に
欠
損
し
て
い
て
書
写
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う

よ
う
な
状
況
が
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」「
本
来
の
も
の
で
は
な
く
て
何
ら
か
の
形
で
紛
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
か
（「
于
時
元
亨
」

と
誤
っ
て
書
き
始
め
、
誤
り
に
気
付
い
て
書
き
さ
し
た
、
そ
れ
が
抹
消
さ
れ
ず
に
残
っ
た
、
例
え
ば
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か

…
…
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
近
時
、
中
村
善
則
・
問
屋
真
一
「
石
峯
寺
如
法
大
般
若
経
に
つ
い
て
」（『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第

十
一
号
、
平
6
）
が
載
せ
る
、
鎌
倉
末
期
の
書
写
経
を
中
心
と
す
る
播
州
石
峯
寺
所
蔵
『
大
般
若
経
』
六
百
巻
の
「
奥
書
一
覧
」
の
中
に
、

巻
第
三
百
八
の
奥
書
「
一
交
了
／
于
時
元
亨
」
が
示
さ
れ
て
い
る
の
を
、
偶
然
目
に
し
た
。「
于
時
元
亨
」
と
い
う
奥
書
は
、「
不
完
全
」
と

い
う
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
く
、「
本
来
の
も
の
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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【
翻
刻
】〔
基
本
的
に
通
行
字
体
に
改
め
、
私
に
句
読
点
等
を
施
し
た
。
ま
た
、
行
番
号
を
五
行
ご
と
に
行
頭
に
付
し
、
行
末
を
「
／
」
で
示
し
た
。〕

行
川
の
な
か
れ
は
た
え
す
／
し
て
、
し
か
も
ゝ
と
の
水
に
／
あ
ら
す
。
よ
と
み
に
う
か
ふ
／
う
た
か
た
は
、
か
つ
消
か
つ
／
5
む
す
ひ
て
、
久
し
く
と

ま
る
／
事
な
し
。
世
中
に
／
有
人
と
住
家
と
又
か
く
／
の
こ
と
し
。
玉
敷
の
宮
古
／
の
う
ち
に
、
む
ね
を
な
ら
へ
／
10
い
ら
か
を
あ
ら
そ
へ
る
、
た
か

き
／
い
や
し
き
人
の
す
ま
ゐ
／
は
、
代
々
を
へ
て
つ
き
せ
ぬ
／
も
の
な
れ
と
、
是
を
ま
こ
と
／
か
と
た
つ
ぬ
れ
は
、
む
か
し
／
15
有
し
家
は
ま
れ
也
。

あ
る
は
／
大
家
ほ
ろ
ひ
て
小
家
と
／
な
る
。
住
人
も
是
に
同
し
。
／
所
も
か
は
ら
す
ひ
と
も
お
ほ
／
か
れ
と
、
い
に
し
へ
み
し
人
は
／
20
二
、三
十
人

か
中
に
わ
つ
か
／
ひ
と
り
ふ
た
り
な
り
。
／
あ
し
た
に
死
し
夕
に
／
生
る
ゝ
る
な
ら
ひ
、
た
ゝ
水
の
／
泡
に
似
た
り
け
る
。
し
ら
す
、
／
25
生
れ
、
し

ぬ
る
人
、
い
つ
か
た
よ
り
／
来
て
、
い
つ
方
へ
か
去
。
／
又
し
ら
す
、
か
り
の
や
と
り
／
た
れ
か
為
に
心
を
な
や
／
ま
し
、
な
に
ゝ
よ
り
て
か
／
30
め

を
よ
ろ
こ
は
し
む
る
。
／
そ
の
あ
る
し
と
住
家
と
、
／
無
常
を
あ
ら
そ
ひ
／
去
様
、
い
は
ゝ
あ
さ
か
ほ
の
／
露
に
こ
と
な
ら
す
。
／
35
あ
る
は
露
落
て

は
な
／
残
れ
り
。
の
こ
る
と
い
へ
と
も
／
朝
日
に
か
れ
ぬ
。
あ
る
は
／
は
な
し
ほ
み
て
露
猶
／
き
え
す
。
消
す
と
い
へ
と
も
／
40
夕
を
ま
つ
こ
と
な
し
。

／
凡
物
の
心
を
し
れ
り
し
／
よ
り
、
四
十
あ
ま
り
／
の
は
る
秋
を
送
る
間
に
、
／
世
の
不
思
議
を
見
る
事
、
／
45
や
ゝ
た
ひ
〳
〵
に
也
ぬ
。
／
去
安
元

三
年
四
月
廿
八
日
／
か
と
よ
、
風
は
け
し
く
／
吹
て
し
つ
か
な
ら
さ
り
し
／
夜
、
い
ぬ
の
時
は
か
り
、
都
の
／
50
た
つ
み
よ
り
火
出
来
て
／
い
ぬ
ゐ
に

至
る
。
は
て
は
／
朱
雀
門
・
大
極
殿
・
大
学
／
寮
・
民
部
省
ま
て
移
り
／
て
、
一
夜
か
程
に
灰
と
也
ニ
き
。
／
55
火
本
は
樋
口
冨
小
路
と
／
か
や
、
病

人
を
や
と
せ
る
／
か
り
屋
よ
り
出
来
け
る
と
／
な
ん
。
吹
ま
よ
ふ
風
に
／
と
か
く
う
つ
り
ゆ
く
程
に
、
／
60
あ
ふ
き
を
ひ
ろ
け
た
る
／
こ
と
く
末
広
に

な
り
ぬ
。
／
遠
家
は
煙
に
む
せ
ひ
、
／
ち
か
き
あ
た
り
は
ひ
た
す
ら
／
ほ
の
ほ
を
地
に
吹
つ
け
た
り
。
／
65
空
に
は
灰
を
吹
た
て
た
／
れ
は
、
火
の
光

に
映
し
て
、
／
あ
ま
ね
く
紅
な
る
中
に
、
／
風
に
堪
す
吹
き
ら
れ
た
る
／
炎
、
と
ふ
か
こ
と
く
に
し
て
、
／
70
三
町
を
こ
え
つ
ゝ
移
り
／
ゆ
く
。
其
中

の
人
、
う
つ
ゝ
／
こ
ゝ
ろ
な
ら
ん
や
、
或
は
／
煙
に
む
せ
ひ
て
た
ふ
れ
／
ふ
し
、
あ
る
は
炎
に
／
75
ま
く
れ
て
た
ち
ま
ち
に
／
死
ぬ
。
あ
る
は
ま
た
わ

つ
か
に
／
身
ひ
と
つ
か
ら
く
し
て
／
の
か
れ
た
れ
と
も
、
資
財
／
を
と
り
出
る
に
及
は
す
、
／
80
七
珍
万
宝
さ
な
か
ら
／
灰
燼
と
な
り
に
き
。
そ
の
／

つ
ゐ
へ
い
く
そ
は
く
そ
。
／
此
度
公
卿
の
家
十
六
／
焼
た
り
。
ま
し
て
其
外
は
／
85
か
す
し
ら
す
。
す
へ
て
／
み
や
こ
の
う
ち
三
分
か
／
一
に
及
へ
り
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と
そ
。
／
男
女
死
ぬ
る
も
の
数
千
人
、
／
馬
・
牛
の
た
く
ひ
は
／
90
辺
際
を
し
ら
す
。
／
人
の
い
と
な
み
み
な
／
を
ろ
か
な
る
中
に
、
／
さ
し
も
あ
や

う
き
／
京
中
の
家
を
作
る
／
95
と
て
、
宝
を
費
し
、
／
心
を
な
や
ま
す
こ
と
は
、
／
す
く
れ
て
あ
ち
き
／
な
く
そ
侍
る
へ
き
。
／
又
、
治
承
四
年
卯
月

廿
九
日
／
100
の
比
、
中
御
門
京
極
の
／
程
よ
り
大
な
る
辻
風
／
お
こ
り
て
、
六
条
わ
た
り
／
ま
て
い
か
め
し
く
ふ
き
／
け
る
事
侍
り
き
。
／
105
三
、四

町
を
か
け
て
吹
／
ま
く
る
間
に
、
其
中
に
／
こ
も
れ
る
家
共
、
大
な
る
も
／
ち
い
さ
き
も
、
一
と
し
て
／
や
ふ
れ
さ
る
は
な
し
。
／
110
さ
な
か
ら
ひ
ら

に
／
た
ふ
れ
た
る
も
あ
り
。
／
け
た
・
は
し
ら
は
か
り
／
残
れ
る
も
有
。
ま
た
、
門
の
／
う
へ
を
吹
は
な
ち
て
／
115
四
・
五
町
か
程
に
を
き
、
／
又
、
垣

を
ふ
き
は
ら
ひ
て
／
隣
と
ひ
と
つ
に
な
せ
り
。
／
い
は
ん
や
家
の
う
ち
の
／
た
か
ら
数
を
尽
し
／
120
て
空
に
あ
か
り
、
檜
皮
・
／
ふ
き
板
の
た
く
ひ
、

冬
／
の
木
葉
の
風
に
／
み
た
る
ゝ
か
こ
と
し
。
／
塵
を
煙
の
こ
と
く
／
125
ふ
き
た
て
た
れ
は
、
／
す
へ
て
目
も
見
え
す
、
／
お
ひ
た
ゝ
し
く
な
り
／
と

よ
む
音
に
、
も
の
／
い
ふ
こ
ゑ
も
き
こ
え
す
。
／
130
地
獄
の
業
風
な
り
と
も
／
か
く
こ
そ
は
と
そ
覚
え
／
け
る
。
家
の
損
亡
す
る
／
の
み
な
ら
す
、
是

を
／
と
り
つ
く
ろ
ふ
間
に
、
／
135
身
を
そ
こ
な
ひ
／
か
た
は
つ
け
る
も
の
、
数
／
を
し
ら
す
。
此
風
ひ
つ
し
／
さ
る
の
方
に
う
つ
り
／
行
て
、
お
ほ
く

の
人
の
／
140
歎
を
な
せ
り
。
辻
風
は
／
つ
ね
に
吹
も
の
な
れ
と
、
／
か
ゝ
る
こ
と
や
は
あ
る
。
／
た
ゝ
こ
と
に
あ
ら
す
、
／
さ
る
へ
き
も
の
ゝ
さ
と
し

／
145
か
な
と
そ
、
う
た
か
ひ
／
侍
し
。
又
、
お
な
し
／
年
の
水
無
月
の
／
比
に
は
都
う
つ
り
侍
り
き
。
／
い
と
お
も
ひ
の
外
な
り
し
／
150
こ
と
也
。
大

か
た
此
京
／
の
は
し
め
を
き
け
は
、
／
嵯
峨
天
皇
の
御
時
／
都
と
さ
た
ま
り
に
け
る
／
よ
り
、
既
に
数
百
歳
／
155
を
へ
た
り
。
こ
と
な
く
て
／
た
や
す

く
あ
ら
た
／
ま
る
へ
く
も
あ
ら
ね
は
、
／
こ
れ
を
世
の
人
た
や
／
す
か
ら
す
愁
あ
へ
る
／
160
様
、
こ
と
は
り
に
も
過
た
り
。
／
さ
れ
と
も
、
か
く
い
ふ

／
甲
斐
な
く
て
、
御
門
／
よ
り
初
奉
り
て
、
／
大
臣
・
公
卿
こ
と
〳
〵
く
／
165
移
り
給
ひ
、
世
に
／
仕
ふ
る
ほ
と
の
人
、
た
れ
か
／
ひ
と
り
故
郷
に
残

ら
ん
。
／
官
位
に
思
ひ
を
か
け
、
／
主
君
の
か
け
を
た
の
む
／
170
ほ
と
の
人
は
、
一
日
も
と
く
／
移
ら
ん
と
は
け
み
／
あ
へ
り
。
時
を
う
し
な
ひ
／
世

に
あ
ま
さ
れ
て
、
／
期
す
る
所
な
き
／
175
も
の
は
、
愁
な
か
ら
／
と
ま
り
を
り
。
軒
を
／
あ
ら
そ
ひ
し
人
の
住
／
居
、
日
を
経
つ
ゝ
荒
行
、
／
家
は
こ

ほ
た
れ
て
／
180
淀
川
に
う
か
ひ
、
地
は
／
目
前
に
畠
と
な
る
。
／
人
の
心
み
な
あ
へ
た
／
ま
り
て
、
馬
・
鞍
を
／
の
み
お
も
く
す
。
牛
・
車
／
185
を
用

と
す
る
人
な
し
。
／
西
南
海
の
所
領
を
願
、
／
東
北
国
の
庄
園
を
は
／
こ
の
ま
す
、
其
時
、
を
の
／
つ
か
ら
こ
と
の
た
よ
り
／
190
あ
り
て
、
摂
津
国
今
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／
の
京
に
至
れ
り
。
所
の
／
有
様
を
見
る
に
、
／
其
地
、
程
せ
は
く
て
、
條
／
里
を
わ
る
に
た
ら
す
、
／
195
北
は
山
に
そ
ひ
て
た
か
く
、
／
南
は
海
に

ち
か
く
て
／
下
れ
り
。
な
み
の
音
／
常
に
か
ま
ひ
す
し
／
く
て
、
塩
風
こ
と
に
／
200
は
け
し
く
、
内
裏
は
／
山
の
中
な
れ
は
、
か
の
／
木
丸
殿
も
か
く

や
と
、
／
中
〳
〵
や
う
か
は
り
て
／
優
な
る
方
も
侍
り
き
。
／
205
日
々
に
こ
ほ
ち
て
、
川
も
／
せ
き
あ
へ
す
、
は
こ
ひ
／
く
た
す
家
、
い
つ
く
に
／
つ

く
れ
る
に
か
あ
ら
ん
。
／
猶
空
し
き
地
は
お
ほ
く
、
／
210
造
る
屋
は
す
く
な
し
。
／
古
郷
は
既
に
あ
れ
て
、
／
新
都
は
い
ま
た
な
ら
す
。
／
あ
り
と
し

有
人
、
／
み
な
浮
雲
の
お
も
ひ
／
215
を
な
せ
り
。
本
よ
り
／
此
所
に
を
る
も
の
は
、
／
地
を
う
し
な
ひ
て
愁
へ
、
／
今
移
り
住
人
は
、
土
木
／
の
煩
あ

る
こ
と
を
歎
く
。
／
220
道
の
辺
を
見
れ
は
、
／
車
に
の
る
へ
き
は
馬
に
／
の
り
、
衣
冠
・
布
衣
な
る
／
へ
き
は
直
垂
を
き
た
り
。
／
都
の
條
里
た
ち
ま

ち
／
225
に
あ
ら
た
ま
り
て
、
／
た
ゝ
ひ
な
ひ
た
る
武
士
／
に
こ
と
な
ら
す
。
／
こ
れ
は
世
の
み
だ
る
ゝ
／
瑞
相
か
と
聞
を
け
る
／
230
も
し
る
く
、
日
を

経
つ
ゝ
／
世
の
中
う
き
立
て
、
／
人
の
こ
ゝ
ろ
も
お
さ
ま
ら
す
。
／
民
の
愁
つ
ゐ
に
空
し
／
か
ら
さ
り
け
れ
は
、
同
年
／
235
の
冬
、
な
を
此
京
に
／
か

へ
り
給
ひ
に
き
。
／
さ
れ
と
、
こ
ほ
ち
わ
た
／
せ
り
し
家
と
も
／
い
か
に
な
り
け
る
か
、
こ
と
／
240
〳
〵
く
も
と
の
様
に
も
／
つ
く
ら
す
。
ほ
の
か
に

／
伝
聞
に
、
い
に
し
へ
／
の
か
し
こ
き
御
代
に
は
、
／
憐
を
も
て
国
を
治
め
、
／
245
則
御
殿
に
か
や
を
／
ふ
き
て
軒
を
た
も
／
と
ゝ
の
へ
す
、
煙
の
と

も
し
／
き
を
見
玉
ふ
時
は
、
／
か
き
り
あ
る
み
つ
き
物
／
250
を
さ
へ
ゆ
る
さ
れ
き
。
／
こ
れ
、
民
を
め
く
み
／
世
を
た
す
け
玉
ふ
／
に
よ
り
て
也
。
今

の
／
世
中
の
有
様
、
昔
に
／
255
な
す
ら
へ
て
知
ぬ
へ
し
。
／
又
、
養
和
の
比
か
と
よ
、
／
久
し
く
な
り
て
た
し
／
か
に
も
覚
え
す
、
二
と
せ
／
か
間
飢

渇
し
て
、
あ
さ
／
260
ま
し
き
事
侍
り
き
。
／
あ
る
ひ
は
春
・
夏
日
て
り
、
／
あ
る
ひ
は
秋
冬
、
大
風
・
／
大
水
な
と
よ
か
ら
ぬ
／
こ
と
ゝ
も
打
つ
ゝ
き
、

／
265
五
穀
こ
と
〳
〵
く
み
の
ら
／
す
。
空
し
く
春
耕
、
／
夏
う
ふ
る
い
と
な
み
／
の
み
有
て
、
秋
刈
、
／
冬
お
さ
む
る
そ
め
き
は
／
270
な
し
。
是
に
よ

つ
て
、
／
国
々
の
民
、
あ
る
ひ
は
／
地
を
捨
て
堺
を
出
、
／
あ
る
ひ
は
家
を
忘
れ
て
／
山
に
住
。
様
々
御
祈
／
275
は
し
ま
り
、
な
へ
て
／
な
ら
ぬ
法
と

も
お
こ
な
／
は
る
れ
と
も
、
更
に
／
そ
の
し
る
し
な
し
。
／
京
の
な
ら
ひ
、
も
と
は
／
280
田
舎
を
こ
そ
た
の
め
る
／
に
、
た
え
て
の
ほ
る
／
も
の
な
け

れ
は
、
さ
の
み
／
や
は
み
さ
ほ
も
つ
く
り
／
あ
へ
ん
。
念
し
わ
ひ
／
285
つ
ゝ
宝
物
か
た
は
し
／
よ
り
捨
る
こ
と
く
／
す
れ
と
も
、
更
に
目
／
見
た
つ
る

人
な
し
。
／
た
ま
〳
〵
か
ふ
る
も
の
は
、
／
290
金
を
軽
く
し
粟
を
／
重
く
す
。
乞
食
道
の
へ
に
／
お
ほ
く
、
愁
悲
し
む
声
、
／
耳
に
み
て
り
。
先
の
／
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と
し
、
か
く
の
こ
と
く
／
295
か
ら
く
し
て
暮
ぬ
。
明
る
／
と
し
は
た
ち
な
を
る
／
へ
き
か
と
思
ふ
に
、
あ
ま
／
さ
へ
ゑ
や
み
う
ち
そ
ひ
て
、
／
ま
さ
る

や
う
に
跡
か
た
／
300
な
し
。
世
の
人
み
な
、
／
飢
死
に
け
れ
は
、
日
を
／
経
つ
ゝ
き
は
ま
り
ゆ
く
／
さ
ま
、
少
水
の
魚
の
／
た
と
へ
に
叶
へ
り
。
／
305

は
て
に
は
、
笠
を
う
ち
／
き
、
あ
し
ひ
き
つ
ゝ
み
、
／
よ
ろ
し
き
姿
し
／
た
る
も
の
、
ひ
た
す
ら
／
家
こ
と
に
乞
あ
り
く
。
／
310
か
く
わ
ひ
し
れ
た
る

も
の
／
と
も
、
あ
り
く
か
と
み
れ
は
、
／
則
た
ふ
れ
死
ぬ
。
つ
い
ち
／
の
つ
ら
、
路
頭
に
／
飢
し
ぬ
る
た
く
ひ
は
、
／
315
数
し
ら
す
。
と
り
捨
る
／
わ

さ
も
な
け
れ
は
、
く
さ
き
／
香
、
世
界
に
み
ち
〳
〵
／
て
、
か
は
り
ゆ
く
／
か
た
ち
有
ま
、
目
も
／
320
あ
て
ら
れ
ぬ
事
／
お
ほ
か
り
。
い
は
ん
や
／
川

原
な
と
に
は
、
馬
・
車
／
の
行
ち
か
ふ
道
た
に
／
も
な
し
。
あ
や
し
き
／
325
賤
山
か
つ
も
力
つ
き
て
、
／
薪
に
さ
へ
と
も
し
く
／
な
り
ゆ
け
は
、
た
の

む
／
か
た
な
き
人
は
、
み
つ
か
ら
／
家
を
こ
ほ
ち
て
、
市
に
／
330
出
て
売
に
、
一
人
が
持
／
出
ぬ
る
あ
た
ひ
、
猶
一
日
か
／
命
を
さ
ゝ
ふ
る
に
た
に
／

を
よ
は
す
と
そ
。
あ
や
／
し
き
こ
と
は
、
か
ゝ
る
／
335
薪
の
中
に
、
丹
つ
き
、
／
白
か
ね
こ
か
ね
の
は
く
／
所
々
に
つ
き
見
ゆ
る
／
木
の
わ
れ
、
あ
ひ

ま
し
れ
り
。
／
こ
れ
を
た
つ
ぬ
れ
は
、
／
340
す
へ
き
方
な
き
も
の
、
／
古
寺
に
至
り
て
仏
／
を
ぬ
す
み
、
堂
の
物
／
の
具
を
や
ふ
り
取
て
、
／
わ
り
く

た
け
る
也
け
り
。
／
345
濁
悪
の
世
に
し
も
生
れ
／
あ
ひ
て
、
か
ゝ
る
心
う
き
／
わ
さ
を
な
ん
見
侍
り
き
。
／
又
、
あ
は
れ
な
る
こ
と
侍
き
。
／
さ
り
か

た
き
女
男
な
と
／
350
持
た
る
も
の
は
、
其
心
さ
し
／
ま
さ
り
て
ふ
か
き
は
／
か
な
ら
す
死
す
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
／
我
身
を
は
次
に
し
て
、
／
男
に
も
あ

れ
女
に
も
あ
れ
、
／
355
い
た
は
し
く
お
も
ふ
か
た
に
、
／
た
ま
〳
〵
乞
得
た
る
物
／
を
先
ゆ
つ
る
に
よ
り
て
／
な
り
。
さ
れ
は
、
父
子
／
あ
る
も
の
は
、

定
ま
れ
る
／
360
事
に
て
、
お
や
そ
先
／
た
ち
て
死
に
け
る
。
／
父
母
か
命
つ
き
て
ふ
せ
る
／
を
し
ら
す
し
て
、
い
と
け
／
な
き
子
の
、
そ
の
乳
房
に
／

365
す
い
つ
き
つ
ゝ
ふ
せ
る
／
な
と
も
有
け
り
。
仁
和
寺
／
に
隆
暁
法
印
と
／
い
ふ
人
、
か
く
し
つ
ゝ
／
か
す
し
ら
す
し
ぬ
る
／
370
こ
と
を
悲
し
み
て
、

／
聖
を
あ
ま
た
か
た
ら
ひ
／
つ
ゝ
、
其
死
首
の
見
ゆ
る
／
こ
と
に
阿
字
を
書
て
、
／
縁
を
む
す
は
し
む
る
／
375
わ
さ
を
な
ん
せ
ら
れ
け
る
。
／
其
数
を

し
ら
ん
と
て
、
／
四
五
両
月
か
ほ
と
か
そ
へ
／
た
り
け
れ
は
、
京
の
中
、
／
一
条
よ
り
南
、
九
条
よ
り
／
380
北
、
京
極
よ
り
西
、
朱
雀
よ
り
／
東
、
道

の
ほ
と
り
に
あ
る
／
頭
、
す
へ
て
四
万
二
千
三
百
／
余
な
ん
有
け
る
。
い
は
ん
や
／
其
前
後
に
し
ぬ
る
／
385
も
の
も
お
ほ
く
、
河
原
・
／
白
川
・
西
の
京
、

も
ろ
〳
〵
の
／
辺
地
な
と
を
く
は
へ
て
／
い
は
ゝ
、
際
限
も
あ
る
へ
か
ら
す
。
／
い
か
に
い
は
ん
や
諸
国
／
390
七
道
を
や
。
近
く
は
／
崇
徳
院
の
御
位
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／
の
時
、
長
承
の
比
か
と
よ
、
／
か
ゝ
る
た
め
し
は
有
け
る
／
と
き
け
と
、
其
よ
の
有
／
395
さ
ま
は
し
ら
す
。
／
ま
の
あ
た
り
い
と
め
つ
ら
か
／
に
か

な
し
か
り
し
／
事
也
。
又
、
元
暦
二
年
／
の
比
、
大
な
ゐ
ふ
る
こ
と
／
400
侍
り
き
。
其
様
つ
ね
な
ら
／
す
。
山
く
つ
れ
て
川
を
／
う
つ
み
、
海
か
た
ふ

き
て
／
陸
を
ひ
た
せ
り
。
つ
ち
／
さ
け
て
水
わ
き
あ
か
り
、
／
405
い
は
ほ
わ
れ
て
谷
に
／
ま
ろ
ひ
入
、
渚
こ
く
／
舟
は
波
に
た
ゝ
よ
ひ
、
／
道
ゆ
く
駒

は
あ
し
の
／
た
ち
と
を
ま
と
は
せ
り
。
／
410
況
都
の
ほ
と
り
に
は
、
／
在
々
所
々
、
堂
舎
塔
／
廟
一
と
し
て
全
か
ら
す
、
／
あ
る
ひ
は
く
つ
れ
、
あ
る

ひ
は
／
た
ふ
れ
た
る
間
、
塵
灰
／
415
た
ち
上
り
て
、
さ
か
り
／
な
る
け
ふ
り
の
こ
と
し
。
／
地
の
ふ
る
ひ
家
の
や
ふ
る
ゝ
／
を
と
、
い
か
つ
ち
に
こ
と

／
な
ら
す
。
家
の
う
ち
に
／
420
を
れ
は
、
忽
に
う
ち
／
ひ
し
け
な
ん
と
す
。
／
は
し
り
出
れ
は
、
又
／
地
わ
れ
さ
く
。
羽
な
け
れ
は
／
空
へ
も
あ
か
る

へ
か
ら
す
、／
425
龍
な
ら
ね
は
雲
に
も
／
の
ほ
ら
ん
こ
と
難
し
。
／
を
そ
れ
の
中
に
恐
る
／
へ
か
り
け
る
は
、た
ゝ
／
地
震
也
け
り
と
そ
／
430
覚
侍
り
し
。

其
中
に
、
／
あ
る
武
士
の
ひ
と
り
子
／
の
、
六
、七
は
か
り
に
侍
り
し
／
か
、
つ
い
ち
の
お
ほ
ひ
の
／
下
に
小
家
を
作
り
／
435
て
、
は
か
な
け
な
る
／

跡
な
し
こ
と
を
し
て
／
あ
そ
ひ
侍
り
し
か
、
俄
に
／
く
つ
れ
う
め
ら
れ
て
、
／
あ
と
か
た
な
く
ひ
ら
に
／
440
う
ち
ひ
さ
か
れ
て
、
二
の
／
目
な
と
一
寸

は
か
り
／
う
ち
出
さ
れ
た
る
を
、
父
／
母
か
ゝ
へ
て
、
声
も
お
し
／
ま
す
か
な
し
み
あ
ひ
て
／
445
侍
り
し
こ
そ
、
あ
は
れ
に
／
悲
し
く
見
侍
り
し
か
。

／
子
の
か
な
し
み
に
は
、
／
た
け
き
も
の
も
は
ち
を
／
わ
す
れ
け
り
と
覚
え
て
／
450
い
と
を
し
く
理
か
な
と
そ
／
見
侍
り
し
。
か
く
お
ひ
／
た
ゝ
し
く

ふ
る
こ
と
は
、
／
し
は
し
に
て
や
み
に
し
か
、
／
そ
の
名
残
し
は
し
は
／
455
絶
す
。
よ
の
常
に
／
お
と
ろ
く
ほ
と
の
地
震
、
／
二
、三
十
度
ふ
ら
ぬ
日

は
／
な
し
。
十
日
・
廿
日
過
／
に
し
か
は
、
や
う
〳
〵
間
／
460
遠
に
な
り
て
、
あ
る
ひ
は
／
四
、五
度
、
二
、三
度
、
も
し
は
／
日
ま
せ
、
二
、三
日
に

一
度
／
な
と
、
大
か
た
其
名
残
／
三
月
は
か
り
や
侍
け
ん
。
／
465
四
大
種
の
中
に
、
水
・
火
・
／
風
は
常
に
害
を
／
な
せ
と
、
大
地
に
至
り
て
は
／
こ

と
な
る
変
を
な
／
さ
す
。
昔
、
斉
衡
の
／
470
比
か
と
よ
、
大
地
震
ふ
／
り
て
、
東
大
寺
の
／
仏
の
み
く
し
お
ち
／
な
と
し
て
、
い
み
し
き
／
事
と
も
侍

り
け
れ
と
、
／
475
な
を
こ
の
た
ひ
に
は
／
し
か
す
と
そ
。
則
、
人
／
み
な
、
あ
ち
き
な
き
／
こ
と
を
述
て
、
い
さ
ゝ
か
／
心
の
に
こ
り
も
う
す
／
480
ら

く
か
と
み
し
／
程
に
、
月
日
か
さ
な
り
、
／
年
越
し
か
は
、
後
に
は
、
／
言
の
葉
に
か
け
て
／
い
ひ
出
る
人
た
に
な
し
。
／
485
す
へ
て
世
の
あ
り
／
に

く
き
事
、
我
身
と
／
栖
と
は
か
な
く
あ
た
／
な
る
様
、
か
く
の
こ
と
し
。
／
い
は
ん
や
、
所
に
よ
り
／
490
身
の
ほ
と
に
随
ひ
／
て
、
心
を
な
や
ま
す
／
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こ
と
、
あ
け
て
か
そ
ふ
／
へ
か
ら
す
。
も
し
、
を
の
つ
か
ら
／
身
か
な
は
す
し
て
、
／
495
権
門
の
か
た
は
ら
に
／
ゐ
る
も
の
は
、
よ
ろ
こ
ふ
／
事
は
あ

れ
と
も
、
／
大
に
た
の
し
ふ
に
／
あ
た
は
す
。
歎
あ
る
／
500
時
も
、
声
を
あ
け
て
／
泣
こ
と
な
し
。
進
退
／
や
す
か
ら
す
、
立
居
に
／
つ
け
て
、
恐
れ

を
の
ゝ
く
。
／
た
と
へ
は
、
雀
の
鷹
／
505
の
巣
に
ち
か
つ
け
る
か
／
こ
と
し
。
も
し
、
ま
つ
／
し
く
て
、
冨
る
家
の
／
隣
に
を
る
も
の
は
、
／
朝
夕
に

す
ほ
き
／
510
姿
を
は
ち
て
へ
／
つ
ら
ひ
つ
ゝ
出
入
。
／
妻
子
僮
僕
の
う
ら
や
／
め
る
さ
ま
を
み
る
に
も
、
／
冨
る
家
の
人
の
、
な
ひ
／
515
か
し
ろ
な
る

け
し
き
／
を
聞
に
も
、
心
念
々
に
／
う
こ
き
て
、
時
と
し
て
／
や
す
か
ら
す
。
も
し
／
せ
は
き
地
に
を
れ
は
、
／
520
近
く
炎
上
す
る
と
き
、
／
其
害
を

の
か
る
ゝ
事
／
な
し
。
も
し
辺
地
に
／
あ
れ
は
、
往
反
わ
つ
ら
ひ
／
お
ほ
く
、
盗
賊
の
難
は
な
／
525
れ
か
た
し
。
い
き
ほ
ひ
／
有
者
は
貪
欲
ふ
か
く
、

／
ひ
と
り
身
な
る
も
の
は
／
人
に
か
る
し
め
ら
る
。
／
宝
あ
れ
は
歎
切
也
。
／
530
人
を
た
の
め
は
、
身
、
／
他
の
や
つ
こ
と
な
り
、
／
人
を
は
こ
く
め
は
、

／
心
、
恩
愛
に
つ
か
は
る
。
／
世
に
し
た
か
へ
は
／
535
く
る
し
。
又
、
し
た
か
は
ね
は
／
狂
へ
る
に
似
た
り
。
い
つ
れ
の
／
所
を
し
め
、
い
か
な
る
わ

さ
／
を
し
て
か
、
し
は
し
／
も
こ
の
身
を
や
と
し
、
／
540
玉
ゆ
ら
も
心
を
な
く
／
さ
む
へ
き
。
わ
か
身
／
父
方
の
祖
母
の
家
／
を
つ
た
へ
て
、
久
し
／

く
彼
所
に
す
む
。
そ
の
／
545
後
、
縁
か
け
身
お
と
ろ
へ
／
て
、
し
の
ふ
か
た
〳
〵
／
し
け
か
り
し
か
は
、
／
つ
ゐ
に
跡
と
む
る
こ
と
を
／
得
す
し
て
、

三
十
／
550
余
に
し
て
、更
に
我
／
心
と
ひ
と
つ
の
庵
を
／
結
ふ
。
是
を
有
し
／
住
ゐ
に
な
す
ら
ふ
る
／
十
分
か
一
な
り
。
た
ゝ
／
555
居
屋
計
を
か
ま
へ
て
、

／
は
か
〳
〵
し
く
／
は
屋
を
作
る
に
お
よ
／
は
す
。
わ
つ
か
に
つ
い
／
ひ
ち
を
つ
け
り
と
／
560
い
へ
と
も
、
門
た
つ
る
に
／
た
つ
き
な
し
。
竹
を
／
柱

と
し
て
、
車
や
と
り
／
と
せ
り
。
雪
ふ
り
風
吹
／
こ
と
に
あ
や
う
か
ら
／
565
す
し
も
あ
ら
す
。
／
所
は
河
原
ち
か
け
れ
は
、
／
水
の
難
ふ
か
く
、
し
ら

／
な
み
の
お
そ
れ
も
／
さ
は
か
し
。
す
へ
て
／
570
あ
ら
ぬ
よ
を
念
し
／
過
し
つ
ゝ
、
心
を
な
や
／
ま
せ
る
こ
と
は
、
三
十
／
余
年
な
り
。
其
間
／
折
〳
〵

の
た
か
ひ
め
に
、
／
575
を
の
つ
か
ら
み
し
か
き
／
運
を
さ
と
り
ぬ
。
則
、
／
五
十
の
春
を
む
か
へ
／
て
、
家
を
出
、
世
を
そ
／
む
け
り
。
も
と
よ
り
／

580
妻
子
な
け
れ
は
、
捨
／
か
た
き
よ
す
か
も
／
な
し
。
身
に
官
禄
／
あ
ら
す
。
何
に
つ
け
て
か
／
執
を
と
ゝ
め
ん
。
空
し
く
／
585
大
原
山
の
雲
に
い
く

／
そ
は
く
の
春
秋
を
か
／
へ
ぬ
る
。
爰
に
／
六
十
の
露
消
か
た
に
／
を
よ
ひ
て
、
更
に
／
590
末
葉
の
や
と
り
を
／
む
す
へ
る
こ
と
あ
り
。
／
い
は
ゝ
狩

人
の
一
夜
の
／
舎
り
を
作
り
、
老
た
る
／
か
い
子
の
眉
を
い
と
な
む
／
595
か
こ
と
し
。
是
を
中
／
比
の
住
家
に
な
す
ら
／
ふ
れ
は
、
百
分
か
一
に
／
た
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に
も
及
は
す
。
と
か
く
／
い
ふ
ほ
と
に
、
齢
は
と
し
〳
〵
に
／
600
か
た
ふ
き
、
す
み
家
は
／
折
々
に
せ
は
し
。
其
／
家
の
有
様
、
よ
の
常
／
な
ら
す
。

ひ
ろ
さ
は
／
わ
つ
か
に
方
丈
、
た
か
さ
は
／
605
七
尺
か
う
ち
也
。
所
を
思
ひ
／
さ
た
め
さ
る
か
ゆ
へ
に
、
／
地
を
し
め
て
作
ら
す
。
／
土
居
を
く
み
、

打
お
ほ
ひ
／
を
ふ
き
て
、
つ
き
め
／
610
こ
と
に
か
け
か
ね
を
か
け
／
た
り
。
も
し
心
に
／
か
な
は
ぬ
こ
と
あ
ら
は
、
／
や
す
く
外
に
う
つ
さ
ん
／
か
た

め
也
。
其
改
造
る
／
615
時
、
い
く
は
く
の
煩
か
有
。
／
つ
む
所
、
わ
つ
か
に
二
両
也
。
／
車
の
力
を
む
く
ふ
る
／
外
は
、
更
に
用
途
い
ら
す
。
／
今
、

日
野
山
の
奥
に
／
620
跡
を
か
く
し
て
、
／
南
に
か
り
の
日
か
く
し
／
を
さ
し
出
し
て
、
／
竹
の
す
の
こ
を
し
き
、
／
其
西
に
閼
伽
棚
を
／
625
作
り
、
う

ち
に
は
西
の
／
垣
に
そ
へ
て
、
あ
み
た
／
画
像
を
安
置
し
／
奉
り
て
、
落
日
を
／
請
て
眉
間
の
光
と
す
。
／
630
彼
帳
の
と
ひ
ら
に
、
／
普
賢
な
ら
ひ
に

／
不
動
の
像
を
か
け
／
た
り
。
障
子
の
上
に
／
ち
い
さ
き
た
な
を
／
635
か
ま
へ
て
、
黒
き
皮
籠
／
三
、四
合
を
置
。
則
、
／
和
歌
・
管
弦
・
往
生
／
要

集
こ
と
き
の
抄
物
／
を
入
た
り
。
傍
に
筝
・
／
640
琵
琶
、
を
の
〳
〵
一
張
を
／
た
つ
。
い
は
ゆ
る
お
り
こ
と
・
／
つ
き
琵
琶
こ
れ
也
。
／
東
に
そ
へ
て

わ
ら
ひ
／
の
ほ
と
ろ
を
し
き
、
／
645
つ
か
な
み
を
し
き
て
／
夜
の
床
と
す
。
東
の
／
垣
に
窓
を
あ
け
て
、
／
こ
ゝ
に
ふ
つ
く
ゑ
を
／
つ
く
り
出
せ
り
。

ま
く
ら
／
650
の
か
た
に
す
ひ
つ
／
あ
り
。
こ
れ
を
、
柴
折
／
く
ふ
る
よ
す
か
と
す
。
／
庵
の
北
に
少
地
を
し
め
、
／
あ
は
ら
な
る
ひ
め
垣
を
／
655
か
こ

ひ
て
、
園
と
す
。
／
則
、
も
ろ
〳
〵
の
薬
草
／
を
栽
た
り
。
か
り
の
／
庵
の
有
さ
ま
、
か
く
の
／
こ
と
し
。
其
所
の
様
／
660
を
い
は
ゝ
、
南
に
か
け
ひ

／
あ
り
。
岩
を
た
ゝ
み
て
、
／
水
を
た
め
た
り
。
／
は
や
し
軒
近
け
れ
は
、
／
爪
木
を
拾
ふ
に
と
も
し
／
665
か
ら
す
。
名
を
外
山
と
／
い
ふ
。
正
木
の

か
つ
ら
跡
／
を
う
つ
め
り
。
谷
し
け
ゝ
／
れ
と
、
西
は
晴
た
り
。
／
観
念
の
た
よ
り
な
き
／
670
に
し
も
あ
ら
す
。
春
は
／
藤
な
み
を
見
る
。
紫
／
雲
の

こ
と
く
し
て
、
／
西
の
方
に
匂
ふ
。
夏
は
／
ほ
と
ゝ
き
す
を
き
く
、
／
675
か
た
ら
ふ
こ
と
に
四
手
／
の
山
路
を
契
る
。
秋
は
／
日
く
ら
し
の
こ
ゑ
耳
／

に
み
て
り
。
空
蝉
／
の
世
を
か
な
し
む
と
／
680
聞
ゆ
。
冬
は
雪
を
あ
／
は
れ
む
。
積
り
消
る
／
さ
ま
、
罪
障
に
た
と
へ
／
つ
へ
し
。
念
仏
も
の
／
う
く
、

読
経
ま
め
／
685
な
ら
さ
る
時
は
、
み
つ
か
ら
／
や
す
み
、
み
つ
か
ら
／
を
こ
た
る
に
、
さ
ま
／
た
く
る
人
も
な
く
、
／
ま
た
、
恥
へ
き
友
も
／
690
な
し
。

殊
更
に
無
言
／
を
せ
さ
れ
と
も
、ひ
と
り
／
を
れ
は
口
業
を
お
／
さ
め
つ
へ
し
。
か
な
ら
す
／
禁
戒
を
守
る
と
し
も
／
695
な
け
れ
共
、境
界
な
／
け
れ
は
、

何
に
つ
け
て
か
／
や
ふ
ら
ん
。
若
、
跡
の
／
し
ら
な
み
に
身
を
／
よ
す
る
朝
に
は
、
／
700
満
沙
弥
か
風
情
を
／
ぬ
す
み
、
も
し
、
桂
の
風
、
／
は
ち
を
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な
ら
す
夕
に
は
、
／
潯
陽
の
江
を
お
も
ひ
／
や
り
て
、
源
都
督
の
／
705
な
か
れ
を
な
ら
ふ
。
／
も
し
、
あ
ま
り
興
あ
／
れ
ば
、
し
は
〳
〵
松
の
／
ひ
ゝ

き
秋
風
の
楽
を
／
た
く
へ
、
水
の
音
に
／
710
流
泉
の
曲
を
あ
や
つ
る
。
／
芸
は
是
、
つ
た
な
／
け
れ
は
、
人
の
耳
を
／
悦
は
し
め
ん
と
に
も
／
あ
ら
す
。

ひ
と
り
し
ら
へ
、
／
715
ひ
と
り
詠
し
て
、
み
つ
か
ら
／
心
を
や
し
な
ふ
計
也
。
／
又
、
麓
に
一
の
柴
の
／
庵
あ
り
。
則
、
此
山
守
か
／
ゐ
る
所
也
。
か

し
こ
に
／
720
小
童
有
、
時
〳
〵
来
り
／
て
相
訪
ふ
。
も
し
つ
れ
〴
〵
／
な
る
時
は
、
こ
れ
を
友
と
／
し
て
、
あ
そ
ひ
あ
り
く
。
／
か
れ
は
十
六
歳
、
わ

れ
は
／
725
六
十
、
其
齢
こ
と
の
ほ
か
／
な
れ
と
、
心
を
な
く
さ
む
る
／
事
は
、
こ
れ
同
し
。
／
あ
る
ひ
は
、
つ
は
な
を
／
ぬ
き
、
い
は
な
し
を
と
る
。

／
730
又
、
ぬ
か
こ
を
も
り
、
芹
を
／
つ
む
。
あ
る
ひ
は
、
す
そ
は
／
の
田
井
に
至
り
て
、
／
落
穂
を
ひ
ろ
ひ
て
／
ほ
く
み
を
つ
く
る
。
も
し
、
／
735
日

う
ら
ゝ
か
な
れ
は
、
／
嶺
に
よ
ち
上
り
て
、
／
は
る
か
に
ふ
る
さ
と
の
／
空
を
望
み
、
木
幡
山
・
／
伏
見
の
里
・
鳥
羽
・
羽
束
師
／
740
を
見
る
。
勝
地

は
ぬ
し
／
な
け
れ
は
、
心
を
な
く
さ
む
る
／
さ
は
り
な
し
。
あ
ゆ
み
／
わ
つ
ら
ひ
な
く
、
心
さ
し
／
と
を
く
い
た
る
時
は
、
／
745
是
よ
り
峯
つ
ゝ
き
、

／
す
み
山
を
越
、
笠
取
／
を
過
て
、
岩
間
に
／
ま
う
て
、
石
山
を
拝
む
。
／
若
は
又
、
粟
津
の
原
を
／
750
分
て
、
蝉
丸
翁
が
跡
を
／
と
ふ
ら
ひ
、
田
上

川
を
／
わ
た
り
て
、
猿
丸
大
夫
か
／
墓
を
た
つ
ぬ
。
帰
る
／
さ
に
は
、
折
に
つ
け
／
755
つ
ゝ
桜
を
か
り
、
／
紅
葉
を
も
と
め
、
わ
ら
ひ
／
を
折
、
木
の

み
を
ひ
ろ
ひ
／
て
、
且
は
家
つ
と
に
／
す
、
も
し
夜
し
つ
か
な
／
760
れ
は
、
窓
の
月
に
／
古
人
を
忍
ひ
、
猿
の
／
こ
ゑ
に
袖
を
う
る
ほ
す
。
／
草
む
ら

の
蛍
は
、
と
を
く
／
真
木
の
嶋
の
か
ゝ
り
／
765
ひ
に
ま
か
ひ
、
暁
の
／
雨
は
、
を
の
つ
か
ら
／
木
の
葉
吹
あ
ら
し
に
／
似
た
り
。
や
ま
鳥
の
／
ほ
ろ
〳

〵
と
な
く
を
／
770
聞
て
、
父
か
母
か
と
／
う
た
か
ひ
、
峯
の
か
／
せ
き
の
近
く
な
れ
／
た
る
に
つ
け
て
も
、
／
世
に
遠
さ
か
る
程
を
／
775
し
る
。
あ
る

ひ
は
埋
火
を
／
か
き
を
こ
し
て
、
老
の
／
ね
覚
の
友
と
す
。
お
そ
／
ろ
し
き
や
ま
な
ら
ね
と
、
／
ふ
く
ろ
う
の
こ
ゑ
を
あ
／
780
は
れ
む
に
つ
け
て
も
、

／
山
中
の
景
気
、
折
に
／
つ
け
て
も
つ
く
る
こ
と
／
な
し
。
い
は
ん
や
／
ふ
か
く
思
ひ
、
ふ
か
く
し
れ
／
785
覧
人
の
た
め
に
は
、
／
こ
れ
に
し
も
限
る

へ
／
か
ら
す
。
大
か
た
此
所
に
／
住
初
し
時
は
、
白
地
と
／
お
も
ひ
し
か
と
、
今
迄
に
／
790
五
と
せ
を
経
た
り
。
か
り
／
の
庵
も
や
ゝ
ふ
る
や
／
と
な

り
て
、
軒
に
は
く
ち
／
葉
ふ
か
く
、
土
居
苔
む
／
せ
り
。
を
の
つ
か
ら
こ
と
の
／
795
便
に
み
や
こ
を
き
け
は
、
／
此
山
に
籠
り
ゐ
て
／
後
、
や
ん
こ
と

な
き
人
の
／
か
く
れ
玉
へ
る
も
あ
ま
た
／
聞
ゆ
。
ま
し
て
、
そ
の
／
800
か
す
な
ら
ぬ
た
く
ひ
、
／
尽
し
て
是
を
し
る
／
へ
か
ら
す
。
た
ひ
〳
〵
の
／
炎
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上
に
ほ
ろ
ひ
た
る
／
家
、
又
い
く
そ
は
く
そ
。
／
805
た
ゝ
か
り
の
庵
の
み
、
／
の
と
け
く
し
て
恐
れ
／
な
し
。
程
せ
は
し
と
／
い
へ
と
も
、
夜
ふ
す
床

／
有
、
昼
を
る
座
あ
り
。
／
810
一
身
の
や
と
す
に
ふ
そ
く
／
な
し
。
か
う
な
は
ち
い
／
さ
き
貝
を
こ
の
む
。
／
こ
れ
、
よ
く
身
を
し
る
／
に
よ
り
て
也
。

み
さ
こ
は
／
815
あ
ら
磯
に
ゐ
る
。
人
を
お
そ
／
る
ゝ
に
よ
り
て
也
。
我
／
ま
た
、
か
く
の
こ
と
し
。
／
身
を
し
り
世
を
し
れ
ら
は
、
／
ね
か
は
す
、
ま

し
ら
は
す
。
／
820
た
ゝ
し
つ
か
な
る
を
／
望
と
し
、
愁
な
き
／
を
た
の
し
み
と
す
。
／
す
へ
て
世
の
人
の
／
住
家
を
作
る
な
ら
ひ
、
／
825
か
な
ら
す
し

も
身
／
の
為
に
は
せ
す
。
或
は
／
妻
子
・
眷
属
の
為
に
／
つ
く
り
、
或
は
親
昵
・
朋
／
友
に
作
る
。
あ
る
ひ
は
／
830
主
君
・
師
匠
、
及
財
宝
・
／
馬
牛

の
た
め
に
さ
へ
／
こ
れ
を
つ
く
る
。
我
今
、
身
／
の
た
め
に
む
す
へ
り
。
／
人
の
為
に
つ
く
ら
す
。
／
835
故
い
か
ん
と
な
れ
は
、
／
今
の
世
の
な
ら
ひ
、

此
身
／
も
な
く
、
た
の
む
へ
／
き
や
つ
こ
も
な
し
。
／
た
と
ひ
ひ
ろ
く
つ
／
840
く
れ
り
と
も
、
誰
を
か
／
や
と
し
、
た
れ
を
か
す
へ
／
ん
。
そ
れ
、
人

の
友
た
る
／
も
の
は
、と
め
る
を
／
た
う
と
み
、ね
ん
こ
ろ
／
845
な
る
を
先
と
す
。
か
な
ら
す
／
し
も
情
あ
る
と
直
／
な
る
と
は
愛
せ
す
、／
た
ゝ
糸
竹
・

花
月
／
を
友
と
せ
ん
に
は
し
か
す
。
／
850
人
の
奴
た
る
も
の
は
、
賞
／
罸
の
は
な
は
た
し
き
／
を
か
へ
り
み
、
恩
の
厚
を
／
お
も
く
す
。
更
に
は
こ
く

み
／
あ
は
れ
ふ
と
い
へ
と
も
、
や
す
く
／
855
し
つ
か
な
る
を
は
ね
か
は
す
、
／
た
ゝ
わ
か
み
を
や
つ
こ
／
と
す
る
に
は
し
か
す
。
／
も
し
す
へ
き
事
／

あ
れ
は
、
則
を
の
つ
か
ら
／
860
身
を
つ
か
ふ
。
た
ゆ
か
ら
す
／
し
も
あ
ら
す
。
人
を
／
し
た
か
へ
、
人
を
か
へ
り
み
る
／
よ
り
は
や
す
し
。
／
若
あ
り

く
へ
き
事
／
865
あ
れ
は
、
み
つ
か
ら
あ
ゆ
む
。
／
く
る
し
と
い
へ
と
も
、
／
馬
・
鞍
・
牛
・
車
と
心
を
／
な
や
ま
す
に
は
似
す
。
／
今
、
一
身
を
分
ち

て
／
870
二
の
用
を
な
す
。
手
の
／
や
つ
こ
、
足
の
の
り
も
の
、
／
よ
く
わ
か
心
に
か
な
へ
り
。
／
こ
ゝ
ろ
又
身
の
く
る
し
み
／
を
し
れ
ら
は
、
く
る
し

む
／
875
時
は
や
す
め
つ
。
ま
め
／
な
る
時
は
つ
か
ふ
。
つ
か
ふ
／
と
て
も
心
を
う
こ
か
す
／
事
な
し
。
い
か
に
況
や
、
／
常
に
あ
り
き
、
つ
ね
に
／
880

う
こ
く
は
、
養
生
な
る
／
へ
し
。
な
ん
そ
い
た
つ
ら
に
／
や
す
み
を
ら
ん
。
人
を
／
く
る
し
め
、
人
を
な
や
ま
す
は
、
／
又
罪
業
な
り
。
い
か
ゝ
他
／

885
の
ち
か
ら
を
か
る
へ
き
。
／
衣
食
の
た
く
ひ
、
ま
た
／
お
な
し
。
藤
の
衣
・
あ
さ
／
の
ふ
す
ま
、
う
る
に
し
た
／
か
ひ
は
た
へ
を
か
く
し
、
／
890
野

辺
の
つ
は
な
・
峯
／
の
こ
の
み
、
命
を
つ
く
／
は
か
り
也
。
人
に
ま
し
／
は
ら
さ
れ
は
、
姿
を
／
恥
る
悔
も
な
し
。
か
て
／
895
と
も
し
け
れ
は
、
を
ろ

／
そ
か
な
れ
と
も
、
な
を
／
味
を
あ
ま
く
す
。
す
へ
て
／
か
や
う
の
事
、
た
の
／
し
く
、
冨
る
人
に
／
900
対
し
て
い
ふ
に
は
／
あ
ら
す
。
た
ゝ
我
身
／
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一
に
と
り
て
、
む
か
し
と
／
い
ま
と
を
た
く
ら
ふ
る
也
。
／
大
か
た
世
を
の
か
れ
／
905
身
を
捨
し
よ
り
、
／
う
ら
み
も
な
く
、
お
／
そ
れ
も
な
し
。
命

は
／
天
運
に
ま
か
せ
て
、
／
を
し
ま
す
、
い
と
は
す
。
／
910
身
を
は
浮
雲
に
／
な
す
ら
へ
て
、
た
の
ま
す
、
／
ま
た
し
と
せ
す
。
一
期
の
／
た
の
し
ひ
は
、

う
た
ゝ
ね
／
の
枕
の
上
に
き
は
ま
り
、
／
915
生
涯
の
望
は
、
折
々
の
／
美
景
に
残
れ
り
。
そ
れ
／
三
界
は
た
ゝ
心
一
也
。
／
心
若
安
す
か
ら
す
は
、
／

牛
馬
・
七
珍
も
よ
し
／
920
な
く
、
宮
殿
望
な
し
。
／
い
ま
、
さ
ひ
し
き
住
／
居
・
一
間
の
庵
、
み
つ
か
ら
／
是
を
愛
す
。
を
の
つ
か
ら
／
都
に
い
て
ゝ

は
乞
食
と
／
925
な
れ
る
こ
と
を
は
つ
と
／
い
へ
と
も
、
か
へ
り
て
爰
に
／
を
る
時
は
、
他
の
俗
塵
／
に
着
す
る
事
を
あ
／
は
れ
ふ
。
も
し
人
、
こ
の
／

930
い
へ
る
こ
と
を
う
た
か
は
ゝ
、
／
魚
鳥
の
分
野
を
み
よ
。
／
魚
は
水
に
あ
か
す
、
／
う
を
に
あ
ら
さ
れ
は
、
／
其
心
を
し
ら
す
。
鳥
は
／
935
は
や
し

を
ね
か
ふ
。
／
鳥
に
あ
ら
さ
れ
は
、
其
／
心
を
知
ら
す
。
閑
居
の
／
気
味
も
ま
た
か
く
の
／
こ
と
し
。
住
す
し
て
／
940
た
れ
か
さ
と
さ
ん
。
抑
／
一
期

の
月
影
か
た
ふ
き
／
て
、
余
算
の
山
の
端
に
／
ち
か
し
。
忽
に
三
途
／
の
や
み
に
む
か
は
ん
時
、
／
945
な
に
の
わ
さ
を
か
か
こ
／
た
ん
と
す
る
。
仏
の

人
／
を
教
給
ふ
お
こ
り
は
、
／
事
に
ふ
れ
て
執
心
／
な
か
れ
と
也
。
今
、
草
／
950
の
庵
を
愛
す
る
も
／
科
と
す
。
閑
寂
に
／
着
す
る
も
障
な
る
／
へ
し
。

い
か
ゝ
用
な
き
／
た
の
し
み
を
の
へ
て
、
／
955
空
し
く
あ
た
ら
時
／
を
過
さ
ん
。
し
つ
か
な
る
／
あ
か
つ
き
、
此
こ
と
は
り
／
を
思
ひ
つ
ゝ
け
て
、
／

み
つ
か
ら
心
に
と
ひ
て
／
960
い
は
く
。
世
を
の
か
れ
／
て
、
山
林
に
ま
し
は
る
／
は
、
心
を
お
さ
め
て
道
／
を
お
こ
な
は
ん
た
め
也
。
／
し
か
る
を
、

汝
か
姿
は
聖
に
／
965
似
て
、
心
は
に
こ
り
に
／
し
め
り
。
住
家
は
す
な
は
ち
／
浄
名
居
士
の
跡
を
け
か
／
せ
り
と
い
へ
と
も
、
た
も
／
つ
所
は
、
わ
つ

か
に
周
梨
／
970
槃
特
か
行
に
た
に
／
も
及
は
す
。
若
こ
れ
／
貧
賤
の
む
く
ひ
の
／
み
つ
か
ら
な
や
ま
す
か
、
／
将
又
妄
心
の
い
た
り
て
、
／
975
く
る
は

せ
る
か
、
其
時
、
心
／
更
に
答
ふ
る
こ
と
な
し
。
／
た
ゝ
傍
に
舌
根
を
／
や
と
ひ
て
、
不
請
の
／
念
仏
両
三
反
を
申
て
／
980
や
み
ぬ
。
時
に
、
建
暦
の

／
二
と
せ
、
弥
生
の
晦
日
／
比
、
桑
門
蓮
院
（
マ
マ
）、
外
山
／
の
庵
に
し
て
、
こ
れ
を
／
し
る
す
。
／
985
月
か
け
は
入
や
ま
の
は
も
／
つ
ら
か
り
き
／
た
え
ぬ

光
を
み
る
／
よ
し
も
か
な
／




